算数科学習指導案

1． 日時

平成１８年６月７日（水）５校時（１：５０～２：３５）

2． 学年・組
第３学年１組（４０人）

3． 単元名
「わり算」

4． 単元の目標

· 具体的な事柄に即して除法の意味を理解し、式で表示することができる。

· 乗法九九を１回適用して、除法の計算ができる。

· 除法の用いられる場合を理解し、いろいろな場合に除法を適用することができる。

· １及び０に関する除法について考え、計算できる。

5． 単元の評価規準

【関心・意欲・態度】・・・身の回りの生活から、除法の用いられる場面を見つけようとしている。

【 数学的な考え方 】・・・等分除と包含除の違いについて考えている。乗法九九を用いて除法の答えを見つける方法を考えている。

【 表 現 ・処 理  】・・・除法の用いられる場面を「÷」を使った式で表すことができ、その答えを求めることができる。

【 知 識 ・ 理 解 】・・・乗法九九を１回適用する、除法の計算の仕方を理解している。

　　　　　　　　　 　　 　   等分除、包含除の場面について、除法の意味を理解している。

6． 単元について

（1） 教材観

　この単元は、３年生にとって重要な内容である「除法」の第１段階にあたる。ここでは、乗法九九を１回適用して整除できる範囲の計算を扱う。

　除法は、乗法の逆演算として定義される。乗法は、「規準とする大きさの量」Ａの「規準の何倍かに当たる量」Ｂを、Ａ×ｍ＝Ｂとして求める操作であるとみることができる。したがって除法は、その逆の操作として次の２通りが考えられる。

1 等分除・・・ある数量を等分した時にできる一つ分の大きさを求める場合

（□×ｍ＝Ｂ）→（□＝Ｂ÷ｍ）

2 包含除・・・ある数量がもう一方の数量の何倍であるかを求める場合

　　　　　　　（Ａ×□＝Ｂ）→（□＝Ｂ÷Ａ）

　本単元は、これらの量の分割の２つの基本的な場合を明確に意識して、しかも両者を「わり算」として統合的に理解させることがねらいである。

本単元の素地として子どもたちは、第１学年のまとめて数えたり等分したりする学習や、第２学年の乗法の意味について理解し、それを用いられるようにする学習をしてきている。また３年生になり、かけ算の単元で交換法則や結合法則など、わり算につながる学習をしてきている。

日常生活とからめながら、問題場面の把握をしっかり行い、操作活動を多く取り入れることによって、上記の２つの除法について考えさせたい。さらに学習を進める中で、その違いだけでなく、九九を活用し、計算する上で九九を使うことのよさを感じさせたい。

（2） 児童観

子どもたちは算数の学習に対してとても生き生きと取り組む。授業のふりかえりを見ると「おもしろかった」という感想や、友だちのおもしろい意見に共感する意見がよく見られる。これらの子どもたちの算数への興味を大切に、一人一人の思いを大切にした授業を行いたい。

（3） 指導観

指導にあたっては、まず等分除を扱い、その後、包含除を扱う。教科書では「異数に分割・同数に分割する（等分除）」（①②時）の後に「九九を使った等分除の答えの求め方」（③時）を扱うという指導計画である。本指導計画では、具体物の操作や話し合い活動を通して等分除と包含除の違いに気付かせたい。能率的に除法の答えを求める方法より、まずはじっくり話し合うことで除法の意味を理解させたいと考え、第③時の「九九を使った等分除の答えの求め方」を包含除の学習後に行うことにした。

数と計算領域、特にわり算の学習場面では、わり算の計算の仕方や習熟に重点をおいて指導していくことも多い。しかしわり算は、子どもたちが初めて出会う場面なので、わり算の意味やしくみなどについて、子ども自らが算数的活動をもとに、考える活動を進めていきたい。

また、一人一人考えを持つということは、中学年の子どもにとって具体的な操作活動がその拠りどころとなる。そこで算数的活動を多く取り入れ、子どものわり算に対する関心を高めながら、多様な考えを引き出し、子ども主体の学習を展開していきたい。

さらに、本校の研修テーマである「伝え合い、分かり合い、高めあう子どもの育成」というねらいのために、ねりあげの段階でグループでの伝え合う活動を取り入れる。全員が自分の行った方法や考えを言葉として表現することで、はっきり自分の考えを捉えることができるのではないかと考える。また、友だちと伝え合う活動を通して、自分と同じ考えや異なる考えを知ることで、なかま同士認め合う態度の育成を図ることができると考える。

7． 単元の流れ（全９時間）

	時
	学習内容
	評価規準

	１　　　３人で分ける　　（１２個÷３人）　２時間

	１

・

２
	○異数に分割、同数に分割すること

○等分除の場面による除法の意味
	・等分除の場面で、同数に分ける方法を効率的に進めることを通して、わり算の意味をとらえようとしている。（関）

・わり算に関する用語や式の表し方を理解している。（知）

	２　　　３こずつ分ける　（１２個÷３個）４時間

	３

本時
	○包含除の場面による除法の意味

○等分除と包含除の違いに気づく
	・等分除と包含除の違いについて考えることができる（数）

	４
	○等分除と包含除の違いについて理解
	・等分除と包含除の場面における除法の意味を理解している。（知）

	５
	○九九を使った等分除、包含除の答えの求め方
	・等分除、包含除の場面で、乗法九九を用いて除法の答えを求めることができる。（表）

	６
	○除法の式で等分と包含の２つの場面を統合して表せること
	・いろいろなわり算の問題（連続量や分離量）をつくろうとしている。（関）

・わり算で答えを求める問題をつくることができる。（表）

	３　　　１や０のわり算　１時間

	７
	○０や１に関する除法

例　０÷３、３÷３＝１、４÷１＝４
	・答えが１や０になるわり算や、１でわるわり算ができる。（表）

	学習のまとめ　２時間

	８

・

９
	○「たしかめよう」をする。

○「自分でえらんで」に取り組み、学習内容についての理解を確かなものにする。


8． 本時について

（１）本時の目標

　　　・等分除と包含除の違いについて考えることができる。（数学的な考え方）

（2） 本時の展開

	学習活動と子どもの意識
	指導と評価（☆）

	１．等分除の問題について考える。


[image: image1]
２．「一人分」を見つける分け方をふり返る。

黒板の教具を操作し、分けていく。

○１本ずつおいていく

○２本ずつおいていく

○３本ずつおいていく

（式）１２÷３＝４

３．包含除の問題について考える。
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○同じ問題だ

○何かちがうよ

○「何人に分ける」問題

４．「何人分」を見つける分け方を考え、発表する。

（式）１２÷３＝４

○同じ式だ！

５．等分除と包含除の違いについて考える。（個人）

６．違いについてグループで伝えあう。

７．見つけた違いについて発表し、まとめる。

○「何本ですか」と「何人に分けられますか」

○「同じ数ずつ」という言葉がない

○「３人に分ける」と「３本ずつ」

○ひとつずつ分けたのと３本ずつ一気に分けたもの

８．まとめ・ふりかえり

本時の学習をまとめ、わかったこと・わからなかったことなどについてふりかえりをする。
	等分除の問題を提示し、等分除の確認をする。
包含除の問題を提示する。

操作用の教具（ブロック）とワークシートを配布し、机間巡視を行う。

○１つずつ分けている子にはもう一度問題文に立ち返らせ、「３つずつ」という表現に注目できるように助言する。

○具体的操作ができている子には、その操作を図や文章にまとめるように促す。

机間指導し、違いを見つけにくい子どもへの支援をする。

· 文章を見比べよう

· 並べ方を思い出そう

· 分け方に注目してみよう

· 机間指導による観察

· ワークシートの記述

話し合いがスムーズにいかないグループへの支援をする。

うなずき、「いいねぇ」等、聞き方の上手な子を評価し、はげます。

☆机間指導による観察

文章の違いから気づく子どもと、具体的操作の違いから気づく子どもの考えをまとめ、板書する。

☆子どもの発言




１２このあめを３人に同じ数ずつ分けます。１人分は何こですか。





１２このあめを１人に３つずつ分けます。何人に分けられますか。








